
■対象地域が抱える課題

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

実施計画名 環太平洋大学大体育会と地域連携による、不登校児童生徒の心身機能向上の支援事業

事 業 概 要

① 体育会学生のサポートによる不登校児童の定期的農業活動
『過疎地域の遊休地を活用した農業活動』で、不登校児童生徒の体力向上および地域交流で気力向上に取り組みます。
② 不登校児童の体力測定・気力測定
農業活動や交流活動を通して、子どもたちの体力や気力がどのように向上するかを測定します。
③ 不登校児童生徒が農業を持続できる農業地域システムの基盤構築
行政や自治体と協働して、大学生が主体となった持続可能な農業活動のできるシステム基盤を作ります。

大学名 環太平洋大学
令和7年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」

③大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出支援事業 企画提案書（事業概要資料）

対 象 地 域 岡山市金山寺エリア・和気町

金山寺エリアとは岡山駅から車で20分ほどの標高約500ｍの金山の中腹にあ
る人口約50人の山里です。豊かな自然が残っている場所である一方、高齢
化率80％を超えている限界集落で、空き家管理や遊休地活用が課題になって
います。2022年より街づくり協議会が立ち上がり、地域の活性化に取り組ん
でいます。ニーズに応じて、活動自治体を広げていく予定です。拡大する地
域は、総務省が過疎地域に指定する和気町を想定しています。

■期待される事業結果・効果

■具体的なプログラム・活用する大学スポーツ資源

・不登校児童生徒の心身機能向上（10％）
体力の向上により、心身ともに健全な成長が見込まれます
・過疎地域活性化（遊休地50％削減）
・体育会学生キャリア意識（社会人基礎力の明確な向上）
初年次から定点測定している診断ツールを活用し、非参加学生との比較

① 体育会学生のサポートによる不登校児童生徒の定期的農業活動
日時： 毎週火曜日・金曜日 10：00～15:00

※ IPUブリッジ（フリースクール）開校日
場所： 金山寺エリア・和気町
対象者：小学生・中学生 ※不登校児を想定
大学スポーツ資源：体育会学生

② 不登校児童生徒の体力測定・気力測定
日時： 第１火曜日 10：00～15:00
場所： IPUスポーツ科学センター
対象者：農業活動に参加している不登校児童生徒 約30名程度
大学スポーツ資源：IPUスポーツ科学センター
※ 気力に関しては、月1回程度（保護者にもヒヤリング調査）

③不登校児童生徒が農業を持続できる農業地域システムの基盤構築
期間： 2025年9月～7カ月程度
場所： 金山寺エリア・和気町
大学スポーツ資源：体育会学生

地元企業
両備HD/（株）カーワークス
萩原工業（株）/（株）大町
（株）キャリオン など

岡山市教育委員会
（岡山県教育委員会）

不登校児童生徒
適応教室に通う児童生徒

他フリースクールに通う自児童生徒

金山寺街づくり協議会
和気町街おこし協力隊など

自治体（過疎地域）

青枠は実施計画書の中に記載されておりませんが、児童生徒がの金山エリア・和気町などの農業地に出向くための交通費の確保として、構想に入れておりま
す。IPUブリッジにはすでに学生活動に対する地元企業6社のスポンサーがついているため、実現可能範囲内の構想です。

※環太平洋大学
IPUブリッジ

体育会学生が組成
する不登校支援学生団体

遊休地・農業指導
スポンサード

農業体験を通した
心身機能の向上

学生との交流

体育会学生の学び場

地域活性化


	スライド 1

